
１ はじめに 
１．１ 本論の概要と目的 
近年空き家の増加が課題となる中、平成 30 年に実施

された「住宅・土地統計調査（総務省統計局）」によると、

島根県の空き家数は 48,300 戸、空き家率は 15.4％とな

り、前回（平成 25 年）調査時の 44,800 戸、14.7％に比

べ 3,500 戸、0.7％上昇し、空き家対策の重要性が一層高

まる状況となっている１）。島根県では官民それぞれの立

場で支援制度の創設や、相談体制の整備など様々な取組

が行われているが、空き家の絶対数の多さ、権利関係の

複雑さなどによりその対策の難しさが顕在化している。 
そのようななか筆者らは、空き家活用のモデル的取組

として、空き家を学生シェアハウスに改修するプロジェ

クト「「地域見守りたい！」地・学連携による空き家活用

プロジェクト」（以下「PJ」という。）を立ち上げ、実際

に空き家活用の取組を行うこととした。 

 
 
 

本論では、PJ で実施した企画から設計、工事、管理運

営などの一連の取組内容と、その成果を報告すると共に、

空き家改修が実現に至った要因を整理し、今後の空き家

対策に向けた有用な知見をまとめることを目的とする。 
これまでの空き家対策に関する研究には、行政の空き

家対策の在り方を検討するもの２）３）や、特定の地域や物

件での空き家活用の実態や課題を検討するもの４）５）６）な

ど様々な研究が行われている。このようななか本論は、

実際に空き家活用に取り組み、その取組内容と検討内容、

成果を報告するものである。 
特に本 PJ は、空き家を改修して学生シェアハウスを

成立させるために支障となるニーズの把握や改修資金の

調達、完成後の管理運営についても検討実施している。

本論はその結果について詳細に報告するものであり、こ

のことは今後の空き家対策に一定の示唆を与えるものと

考えている。 

 

 

島根県出雲市鳶巣地区における 

空き家を活用した学生シェアハウス整備の取組 

Case Study on Share House for Students Utilizing Vacant House 
in Tobisu, Izumo City, Shimane Prefecture 

○井上翔太*1，内藤隆*2，三島幸子*3，細田智久*4

INOUE Shota, NAITO Takashi, MISHIMA Sachiko, HOSODA Tomohisa 

This article reports on the content and results of a student share house development utilizing vacant 
houses conducted in the Tobisu, Izumo City, Shimane Prefecture. To renovate a vacant house, we 
cleaned up, designed, and rebuilt it, and created a student share house. In particular, this 
development is characterized by the fact that residents and students held design and renovation 
workshops together and raised funds such as through crowdfunding. Moreover, local stakeholders 
established a general incorporated association, Machizukuri Tobisu, to manage the share houses, 
and indicated that they would continue to work on measures for vacant houses. 

キーワード：空き家,シェアハウス,一般社団法人,地域住民,大学生 

Keywords: Vacant House, Share House, General Incorporated Association, Local Resident,  
University Student 

*1 島根県庁 修士（工学）

*2 島根県建築住宅センター 理事長

*3 島根大学学術研究院環境システム科学系

建築デザイン学コース 助教・博士（工学） 
*4  島根大学学術研究院環境システム科学系

建築デザイン学コース 教授・博士（工学） 

*1 Shimane Prefectural Government, M.Eng.
*2 Shimane Building ＆ Housing Center
*3 Assist. Prof., Architectural Design Course, Institute of Environmental 

Systems Science, Academic Assembly, Shimane Univ., Dr.Eng. 
*4  Prof., Architectural Design Course, Institute of Environmental

Systems Science, Academic Assembly, Shimane Univ., Dr.Eng. 

住宅系研究報告会論文集 17　日本建築学会　2022.12

－ 125 －

報告区分 2

◀目次



１． 㸰 ᑐ㇟地ᇦと≀௳概要 
ฟ㞼ᕷ㬇ᕢ（とࡧす）地༊は、ฟ㞼ᕷ໭㒊の㎰ᮧ地ᖏ

で᫛࿴ 52 年まで㬇ᕢᑠ学ᰯ༊としてṔྐ的なまとまり

があった。学ᰯ統ᗫྜ後も地༊コ࣑ࣗニテ࢕センターを

ᣐⅬにኟ⚍りやᩥ化⚍が行われるなど住民ྠ士のつなが

りがᙉい地༊である。近年は空き家が目立ちὀ１）、地域活

ຊのప下や環境ᝏ化をᣍࡃ要因として課題となっている。 
島根県立大学ฟ㞼キࣕンࣃス（以下「県大」という。）

は、㬇ᕢ地༊に立地する┳ㆤᰤ㣴系の４年制大学で、県

す㒊や㞃ᒱなど⮬宅㏻学がᅔ難な地域からのධ学を✚ᴟ

的にཷけධれている。しかし、⮬宅㏻学以እの学生の多

がᕼᮃするప家㈤の大学ᑅは定ဨが㝈られるため、㑅ࡃ

考に₃れた学生はやࡴをᚓࡎ家㈤㈇ᢸの大きい民㛫アࣃ

ート➼に住ࡴこととなって࠾り、ప家㈤の住まいの☜ಖ

がᙉࡃᮃまれている。㬇ᕢ地༊と県大はこれまで、┳ㆤ

学➼のᑓ㛛知㆑を生かした連携を㐍めて࠾り、家ᗞゼၥ

実⩦を行うなどⰋዲな஺ὶ・連携関係を築いている。 
そこで本 PJ は、空き家の増加や地域活ຊのప下にᝎ

県大が、空きࡴ㬇ᕢ地༊と、ప家㈤の住まい୙㊊にᝎࡴ

家を学生シェアハウスとして活用することを㏻して、そ

れぞれがᢪえる課題のゎỴをᅗࢁうとするものである。 
今回対㇟とする空き家（A 㑰）は、築 �0 年（᥎定）の

ᮌ㐀２㝵建ての住宅で、平成 2� 年㡭から空き家となっ

て࠾り、その後はᡭධれをされࡎᨺ⨨されていた物件で

ある（⾲１）。現在のᡤ有者は、⮬らの生家である A 㑰

を相⥆によりධᡭしたが、島根県እ在住であり今後もᒃ

住ព向はないため、ฎศを検討されていた。そこでシェ

アハウス࡬の改修をᡴデしたとこࢁᛌㅙしていたࡔき、

PJ での౑用にあたり事務局との㛫で㈤㈚೉ዎ⣙を⥾結

した。㸿㑰を対㇟に PJ を行うことについては、PJ 㛤ጞ

前に地域住民とᡤ有者により༠㆟が整って࠾り、PJ 㛤ጞ

後の権利関係の整理に時㛫を要さなかった。 
１．㸱 取組の᪉ἲとス࣮ࣝࣗࢪࢣ 
本 PJ は地ඖ⮬἞఍、大学、行政など計 10 団体が連携

して行った（⾲２）。ྛ 団体のᙺ๭は⾲２のと࠾りであり、

PJ ඲体の㐍行管理、ண⟬管理を事務局の（一㈈）島根県

建築住宅センターが行ったὀ２）。ྛ 取組に࠾ける地ඖとの

調整や‽備は、連携団体の࣏ࢧートをཷけながら⮬἞༠

఍をはࡌめ㬇ᕢ地༊のྛ団体が行った。また、ẖ᭶１回

の࣌ースで、ྛ団体ᢸᙜ者が㞟まる検討఍㆟を㛤ദし、

取組内容やスࢣジࣗールを検討し、PJ を㐍めた。 
本 PJ のスࢣジࣗールをᅗ１に示す。取組ᮇ㛫は௧࿴

２年㸵᭶から௧࿴４年２᭶までの⣙２年㛫とし、１年目 

 

 

 

をシェアハウス改修࡬の「‽備ẁ㝵」、２年目を改修工

事に╔ᡭする「実施ẁ㝵」と఩⨨௜けた。‽備ẁ㝵はま

のニーズを࡬学生の住まいの現状や、シェアハウス、ࡎ

把握するため、県大生を対㇟にアンࢣート調査を行った。

また、空き家の∦௜けや、ᇶ本計画策定のための設計ワ

ークシࣙࢵプなど、改修工事に向けた‽備を行った。実

施ẁ㝵では、‽備ẁ㝵でస成したᇶ本計画をᇶに実施設

計を行い、詳細なᅗ㠃స成と改修資金の⟬ฟを行った。

さらに、家㈤཰ධや೉ධ金などの資金計画を検討し、改

修資金を☜ಖし、工事に╔ᡭした。工事と୪行してዎ⣙

᭩やධᒃつ⣙を‽備し、ධᒃ者ເ㞟を行った。また２年

㛫⥅⥆した取組として、PJ の㐍ᤖ管理➼を行うために、

ྛ団体ᢸᙜ者がฟᖍする検討఍㆟や、地域住民と学生の

஺ὶイ࣋ントとして地・学連携ᗙ談఍などを実施した。 

ᡤ在地 島根県ฟ㞼ᕷすᯘᮌ⏫地内 
ᵓ㐀 ᮌ㐀２㝵建て 
ᩜ地㠃✚ 817.1 ੍ 
建築㠃✚ 281.4 ੍ 

ᘏべ㠃✚ 337.� ੍ 
（内シェアハウス㒊ศ 131.5 ੍） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

ᅋయྡ ᙺ๭ 

㬇ᕢ地༊⮬἞༠఍ 
地ඖ調整 
取組 PR ᕝ໭⏫内఍ 

㬇ᕢ地༊社఍⚟♴༠㆟఍ 

（一社）まち࡙ࡃり㬇ᕢ 工事Ⓨὀ 
資金調達 

島根県立大学ฟ㞼キࣕンࣃス ධᒃ者ເ㞟 
（一社）඲ᅜྂ民家෌生༠఍ 

島根➨一支㒊 
ᢏ術支援 

島根大学総ྜ理工学㒊 
建築デザイン学科 

ฟ㞼ᕷ建築住宅課空き家対策ᐊ ᝟報ᥦ౪ 
島根県土ᮌ㒊建築住宅課 事務局⿵బ 
（一㈈）島根県建築住宅センター 事務局 

⾲１ ᑐ㇟空き家㸦㸿㑰㸧の概要 

⾲㸰 㐃ᦠᅋయࣜスࢺ 

እほ෗┿          㣗஦ᐊ෗┿        
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さらに本 PJ では、シェアハウスの管理運営や、㬇ᕢ

地༊に࠾ける⥅⥆的な空き家活用の取組を行うため、地

域住民により「一般社団法人まち࡙ࡃり㬇ᕢ」を設立し、

改修資金を☜ಖするためのクࣛウド࢓ࣇンデ࢕ンࢢ（以

下「C)」という。）や改修工事のⓎὀなどを行った。 

 

㸰 空き家の∦௜け 
A 㑰には空き家となったᙜ時からฎศされていない家 

㈈㐨ල➼（以下「ṧ⨨物」という。）がそのままṧされ

ていた。そこで PJ の実施にあたって、すべてのṧ⨨物

を∦௜けることとした。∦௜けは、௧࿴２年㸷᭶㹼1�᭶

のᮇ㛫に行い、地域住民、学生、連携団体関係者、ྜ計

�� ྡが༠ຊして行った（ᅗ２）。సᴗにあたってまࡎ、

ṧ⨨物をྛᒃᐊから㌴ᗜに一᪦㞟め、その後㞟めたṧ⨨

物を㌴ᗜでศูをしたうえで、ฎศ場にᣢち㎸ࡔࢇ。ฎ

ศにあたっては、ྍ ⇞、୙⇞のศูに加え、◚○、ᇙ立、

イクルなどの詳細なศูがᚲ要となるため、地域住ࢧࣜ

民にศูの方法を⪺きながらసᴗを行うことで㎿㏿なฎ

ศにつながった。結果としてศูの重要性や難しさを体

ឤすることにつながり、さらに A 㑰から࡯とࢇどのṧ⨨

物を運ࡧฟすことができた。᭱⤊的にฎศしたṧ⨨物の

総㔞はྜ計 ���㹲（ྍ⇞：2�3㹲、୙⇞：��4㹲）となっ

た。また、ཧ加した地域住民にとっても⮬らの住宅や空

き家ၥ題を考えるきっかけとなり「ඖẼなうちに⮬らの

家も∦௜けないといけない。」などのឤ᝿があった。 

 

㸱 アࣥࢺ࣮ࢣㄪᰝにࡼるࢬ࣮ࢽᢕᥱ 

本PJは᪤設の大学ᑅがᖖに‶ဨ状態の県大に࠾いて、

ప家㈤の住まい࡬のニーズがあることがண᝿されていた。 

そこで、県大生の住まいの現状や、シェアハウス࡬のニ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

調査᪥ ௧࿴２年 1�᭶ 

対㇟ 島根県立大学ฟ㞼キࣕンࣃス学生 

回⟅数 343（⏨ 24、ዪ 31�） 

方法 0LFURVRIW )RUPV 

調査内容 現在の住まい、シェアハウス࡬のព㆑➼ 

ᅗ１ 取組ス࣮ࣝࣗࢪࢣ 

ᅗ㸱 学生のఫ࠸ࡲの⌧≧ 

ᅗ㸲 学生の家㈤㈇ᢸ 

ᅗ㸰 ∦௜けసᴗ෗┿ 

⾲㸱 アࣥࢺ࣮ࢣㄪᰝの概要 

%HIRUH $IWHU 

�n 343� 

�n 207� 
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ーズを把握するため、アンࢣート調査を実施した（⾲３）。 

その結果まࡎ、現在の県大生の住まいの状況は、民㛫

㈤㈚アࣃートにᒃ住している学生が ���2％、大学ᑅにᒃ

住している学生が 1���％であった（ᅗ３）。また民㛫㈤

㈚アࣃートと下ᐟにᒃ住している学生のうち、４୓෇か

ら５୓෇の家㈤を㈇ᢸしている学生が⣙５๭で、５୓෇

以上の家㈤を㈇ᢸしている学生が⣙３๭であった（ᅗ４）。 

また、現在の学生が住まいをỴめる上で重要と考えて

いる᮲件は、「大学に近い」、「Ỉ回りがきれい」、「㜵≢性」、

「㛫取り」とする回⟅が多かった（ᅗ５）。ḟに、大学ᑅ

にᒃ住している学生が大学ᑅを㑅ᢥした理⏤は「家㈤が

Ᏻい」「学ᰯが近い」「ぶにゝわれた」とする回⟅が多か

った（ᅗ６）。また大学ᑅ以እにᒃ住する学生のうち⣙２

๭が大学ᑅを⏦し㎸ࡔࢇがⴠ㑅したと回⟅した（ᅗ㸵）。 

⥆いてシェアハウス࡬のព㆑については、シェアハウ

スに対するイ࣓ージは「ྠᒃ人とのᴦしい生活」が᭱も

多ࡃ、「家㈤がᏳそう」、「᪂しいฟ఍いがありそう」との

回⟅も多かった。一方で、「プࣛイࣂシーが↓さそう」、

「ྠᒃ人とのトࣛࣈルが多そう」といった୙Ᏻをᢪいた

回⟅も多かった（ᅗ㸶）。またシェアハウス࡬のᒃ住につ

いては͆᮲件があえ͇ࡤをྵめ「住ࢇでみたい」とする

回⟅が⣙６๭であった。「住みたࡃない」との回⟅は、

2���％であった（ᅗ㸷）。シェアハウス࡬ධᒃする場ྜに

こࡔわるⅬは「ಶᐊのプࣛイࣂシー」、「家㈤」とする回

⟅が特に多ࡃ、「大学からの㊥㞳」、「ྠᒃ人」「ಶᐊのᗈ

さ」「Ỉ回りのきれいさ」との回⟅も多かった（ᅗ 1�）。 

これらのことから、県大生のうち一定⛬度（��人�2�4

人）の学生が大学ᑅの㑅考に₃れて࠾り、ప家㈤の住ま

いをồめるニーズがあることがศかった。また、シェア

ハウスをዲព的にᤊえている学生が多ࡃ、学生シェアハ

ウスを整備することで、県大がᢪえる課題のゎỴにつな

がることがศかった。 

 

㸲 シェアハウスᨵಟタィ 
㸲㸫１ タィ࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵのᐇ᪋ 

シェアハウスの設計にあたっては、地域住民や学生、

連携団体関係者がཧ加する設計ワークシࣙࢵプを２回㛤

ദした（ᅗ 11）。１回目は「理᝿のシェアハウスについ

て」（ཧ加人数 2�ྡ）、２回目は「㸿㑰に࠾いてどのよう

なシェアハウスがⰋいか」（ཧ加人数 2�ྡ）をテー࣐と

し、⮬⏤なព見஺᥮を行った。 

設計ワークシࣙࢵプではまࡎ、ཧ加者をᡤᒓが⿕らな 

いように４つのࢢループにศけた（１回目と２回目のཧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸳 ఫ࠸ࡲỴᐃの㔜要஦㡯 

ᅗ㸴 ኱学ᑅ㑅ᢥの⌮⏤ 

ᅗ㸵 ኱学ᑅ࡬の⏦し㎸ࡳ≧ἣ 

ᅗ㸶 シェアハウス࡬のࢪ࣮࣓࢖ 

ᅗ㸷 シェアハウス࡬のᒃఫពྥ 

ᅗ �� シェアハウス㑅ᢥの᮲௳㸦ࡾࢃࡔࡇ㸧 

�n 101�� 

�n 181� 

�n 2�4� 

�n 834� 

�n 287� 

�n �04� 
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加者は␗なって࠾り、ࢢループの࣓ンࣂーも␗なってい

る）。そしてࢢループࡈとに「前向きなព見」と「ᚰ㓄な

ព見」の୧方を௜⟢に᭩いてもらい、ᶍ㐀⣬に㈞りなが

らព見஺᥮を行った。᭱後に、ࢢループࡈとにព見を整 

理し、Ⓨ⾲఍を行った。１回目のワークシࣙࢵプでは、 

地域との஺ὶをᮇᚅするព見や、⪏㟈性などの建物のᏳ

඲性をồめるព見が多かった。また２回目のワークシࣙ

れでᶵ⬟的なಶᐊをồࡷし࠾、プではỈ回りの඘実やࢵ

めるព見が多かった。２回のワークシࣙࢵプに共㏻して

地域住民から㬇ᕢ地༊での生活実態を⪺ࡃなど、今後の

生活に向けた生のኌを⪺ࡃことができた。この設計ワー

クシࣙࢵプは、改修に向けたព見㞟⣙に加え、地域住民

と学生がヰしྜう場を設けることで、地・学連携を㐍め

るためにຠ果的な取組であったと考えている。 

㸲㸫㸰 ᨵಟタィ 

改修設計を行うにあたりアンࢣート調査や、設計ワー

クシࣙࢵプのព見をཧ考に３つの重要㡯目を設定した。

１）Ỉ回りの඘実、２）ಶᐊのᛌ㐺性、３）⪏㟈性の☜

ಖである。また、᪂ᆺコロࢼウイルスឤᰁ⑕࡬の対ᛂも

ᚲ要であった。ල体的に１）については、⪁ᮙ化してい

たὶしྎ、ᾎᐊは᪂しいものに取᭰え、࿴ᘧ౽ჾはὒᘧ

౽ჾに取り᭰えることとした。２）については、ಶᐊの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ �� タィ࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵ 

ᅗ �� 学生シェアハウスᨵಟᅗ 
ᅗ12ὀ）改修⟠ᡤの詳細については、⾲４にグ㍕のと࠾りである。またᐊྡについてはᅗ12と⾲４は整ྜしている。 
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ቨとኳ井の௙上げにྜᯈを⾲しで౑用することで、ᖖに

ᮌᮦの もりをឤࡌることができるようにした。さらに、

ࣜモート授ᴗ➼࡬対ᛂྍ⬟なようにコンセントの数や఩

⨨を現௦の生活にྜうように㓄⨨した。３）については、

⪏㟈性の☜ㄆを行ったうえで、ᚲ要な⿵ᙉを行うことと

した。᪂ᆺコロࢼウイルスឤᰁ⑕࡬の対ᛂについては、

⋞関࡬のᡭὙいჾの設⨨、㠀᥋ゐᘧの⺬ཱྀの᥇用などの

対策を行った。また、改修工事に⤒㦂のない地域住民や

学生がཧ加することを᝿定し、ቨやᗋの௙上げをྜᯈ⾲

しのクࣜアሬ⿦としたり、సᴗが容᫆な⁽႞を᥇用した

りと、ྍ⬟な㝈り༢⣧なᮦᩱを㑅ᢥした。⁽႞のⰍや࢝

ーテンのⰍ、ᶍ様などは学生のព見を⪺きながら㑅ᢥし

た（ᅗ 12、⾲４）。 

さらに改修設計を㐍めるなかで、改修工事㈝の✚⟬を

行った。改修設計㛤ጞ時には、建物඲体をシェアハウス

として改修し、⪁ᮙ化していた໭すഃ࿴ᐊも౑用するこ

とを検討していた�ᙜึから㌴ᗜ㒊ศ ���4 ੍は改修対㇟

እ�。しかし工事㈝を✚⟬するなかで、建物඲体を改修す

るとᙜึ᝿定していたண⟬を大ᖜに㉸㐣する⣙ 2,��� ୓

෇の工事㈝になることがุ᫂した。そこで実際にシェア

ハウスとして౑用する㒊ศ（改修を行う㒊ศ）を検討し、

改修㠃✚を 234�� ੍から 131�� ੍にῶᑡさせることで、

工事㈝を⣙ 1,4�� ୓෇まで๐ῶさせることができた。改

修しない㒊ศは、ධᒃ学生と地域住民が஺ὶする地域஺

ὶࢧロンとして、地域に㛤ᨺすることとした。 

本 PJ では、PJ の㊃᪨に㈶ྠいたࡔいた地ඖྜᯈ࣓ー

࢝ーから、↓ൾでᵓ㐀用ྜᯈ➼（⣙ 4�� ᯛ）のᥦ౪をཷ

けた。改修にあたってはこのྜᯈを下地、௙上げ、⪏㟈

⿵ᙉ、家ලస成などに౑用し工事㈝をᢚえた。 

 

㸳 シェアハウス࡬のᨵಟᕤ஦ 

㸳㸫１ ᨵಟ࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵのᐇ᪋  

改修工事は௧࿴３年 11 ᭶から௧࿴４年２᭶の工ᮇで

行った。工事は連携団体の（一社）඲ᅜྂ民家෌生༠఍

島根➨一支㒊にᡤᒓする建設ᴗ者がᢸうこととなった。 

また工事にあたっては、工事㈝（ປ務㈝）の๐ῶや、

地・学連携をさらに㐍めるために、改修工事の一㒊を地

域住民、学生らがཧ加する改修ワークシࣙࢵプとして実

施した（ᅗ 13）。改修ワークシࣙࢵプは計６回行い、そ

れぞれᑓ㛛の⫋人にసᴗのᣦᑟを౫㢗した。結果的に、

⫋人にᣦᑟを౫㢗したことにより大ᖜなປ務㈝の๐ῶに 

は至らなかったが、地域から ',< がᚓពな人、タイルᙇ

りの⤒㦂がある人など様々なᚓពศ㔝をᣢつ住民がཧ加 

 

ᨵಟᐊ ᗋ ቨ ኳ஭ タ備 

⋞㛵࣭ 
࣮࣍ࣝձ 

㸫 ྜ ྜ ᡭὙ࠸ჾ᪂タ 

ྎᡤ )/ ྜ ྜ ὶしྎ᪂タ 
㝵ẁ࣭ 

࣮࣍ࣝղ 
)/ ྜ ྜ 

 

ಶᐊ )/ ྜ ྜ  

ᾎᐊ 8% ᪂タ 

⬺⾰ᐊ 96 9& 9& Ὑ㠃ྎ᪂タ㸦㸰ࢣ㸧 

 㸧ࢣჾὒᘧ໬㸦１౽ &9 &9 96 ࣞ࢖ࢺ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ �� ᨵಟ࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵ 

⾲㸲 ᨵಟᐊ௙ୖࡆ⾲ 

ซ౛）ྜ：ᵓ㐀用ྜᯈ⾲し )/：ࣇローࣜンࣅ：96 ࢢニルシート  

 ス 㸫：改修なしࣂトࢵニルクロス 8%：ࣘニࣅ：&9
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し、改修ワークシࣙࢵプに࠾けるᡓຊとなった。また、

空き家活用に係る改修㐣⛬をみࢇなで体㦂することによ

り、ឡ╔のあるシェアハウスをつࡃることにつながった。 

㸦１㸧 ྜᯈ家ල࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵձ 

᭱ึの改修ワークシࣙࢵプはྜᯈ家ලワークシࣙࢵプ

であった。఍場は島根大学ᮌ工教ᐊ（もの࡙ࡃり /DE）

とし、ཧ加者は県大生４ྡと島根大学建築デザイン学科 

 �以下「島大」という。� の学生５ྡ、連携団体関係者

11 ྡの計 2� ྡであった。内容はシェアハウスで౑用す

る %2; ᆺのᲴを、ྜᯈを組みྜわせて〇సするものであ

った。ㅮᖌは島根大学の <ྡ㄃教授に౫㢗した。ᙜ᪥の

సᴗは、事前にᚲ要なᑍ法に࢝ࢵトして‽備して࠾いた

ྜᯈを組み立て、クࣜアሬ⿦（２回ሬり）を行うという

⡆༢なものであった。సᴗは県大生が中ᚰに行い島大生

は、県大生の࣏ࢧートᙺを務めた。結果として、それぞ

れ１ಶࡎつ %2; ᆺのᲴを完成させることができた。 

㸦㸰㸧ゎయ࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵ 

ゎ体ワークシࣙࢵプは、学生が内⿦のゎ体సᴗにཧ加

するものであった。ཧ加者は県大生４ྡ、島大生３ྡ、

連携団体関係者４ྡの計 11 ྡで、ㅮᖌは実際にゎ体工

事をᢸᙜしている⫋人に౫㢗した。現場は╔工後⣙２㐌

㛫が⤒㐣した時ᮇであった。సᴗは比㍑的⡆༢にゎ体す

ることがྍ⬟な⋞関ቨのゎ体を行った。下地の⬗⦕や▼

⭯࣎ードをࣂールを用いてゎ体を㐍めたが、時㛫の㒔ྜ

で、⋞関のቨ඲てをゎ体することはできなかった。 

㸦㸱㸧ෆ⿦࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵ 

内⿦ワークシࣙࢵプは、ධᒃ者が生活するಶᐊのቨ下

地をつࡃるసᴗを行った。௙上げྜᯈをᙇる下地となる

⬗⦕のᑍ法を り、ษ᩿し、㔥ᡴちᶵでᡴち௜けた。さ

らに᩿⇕ᮦのᩜ㎸みも行った。ཧ加者は県大生４ྡ、島

大生４ྡ、連携団体関係者㸷ྡの計 1�ྡであった。ㅮᖌ

は実際に工事を行っている大工に౫㢗した。సᴗはண定

していた２㒊ᒇศの⬗⦕をᙇり⤊えることができた。 

㸦㸲㸧ࣝ࢖ࢱᙇࢡ࣮࣡ࡾシࣙࣉࢵ 

タイルᙇりワークシࣙࢵプは、ྎᡤに᪂設したὶしྎ

のኳᯈにタイルをᙇり、၏一↓஧のキࢳࢵンをసࢁうと

するものであった。計画でὶしྎは、ᕷ㈍ရではなࡃ、

ྜᯈを౑用して、現場で〇సすることとしていた。ኳᯈ

にはཌさ 2�PP のྜᯈを౑用し、その上にタイルをᙇる

ことで、⪏久性の向上をᅗࢁうとしたものである。 

౑用するタイルは1��PP�1��PP、��PP���PP の２✀㢮

で、それぞれ４㹼５Ⰽを‽備した。これらをཧ加者のア

イデ࢕アにより㓄⨨し、ᑓ用の᥋╔ᮦを౑用しᙇってい

った。ཧ加者は計 1�ྡὀ３）で、ㅮᖌはᕥ官⫋人に౫㢗し

た。このタイルᙇりワークシࣙࢵプからは地域住民のཧ

加も増え、地域住民と学生のୡ௦㛫஺ὶがᅗられるなど、

多様な連携のጼが見られた。 

㸦㸳㸧ᕥᐁ࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵ 

ᕥ官ワークシࣙࢵプでは、⋞関࣍ールのቨ３㠃とྛಶ

ᐊのቨ１㠃を⁽႞で௙上げるసᴗを行った。ཧ加者は 2�

ྡὀ３）で、ㅮᖌはᕥ官⫋人に౫㢗した。 

今回のシェアハウスは、ᒃᐊのቨとኳ井をྜᯈ⾲しで

௙上げることとして࠾り、ព໶上のアクセントとして⋞

関࣍ールのቨと、ಶᐊのቨྛ一㠃を⁽႞で௙上げること

にした。౑用した⁽႞は、⤒㦂のない学生でも౑用ྍ⬟

なᮦᩱを᥇用した。సᴗのጞめにㅮᖌからの㙻の౑い方

やసᴗᡭ㡰のㄝ᫂があり、すࡄにసᴗを㐍めることがで

きた。ᙜ᪥は事前にᕥ官⫋人が下ሬりを行って‽備をし

ていたため、上ሬりのみを行った。⁽႞௙上げのቨ㠃✚

は 1���� ੍であったが、１᪥で௙上げることができた。 

㸦㸴㸧ྜᯈ家ල࣮࣡ࢡシࣙࣉࢵղ 

᭱後の改修ワークシࣙࢵプは２回目のྜᯈ家ලワーク

シࣙࢵプであった。〇సした家ලは、ྜᯈを組みྜわせ

た田のᏐᆺのᲴと、ᥖ示ᯈ、⾲ᮐなどのᑠ物家ලで、完

成㛫近の現場で行った。ཧ加者は地域住民と学生、連携

団体関係者をྜわせて計 1�ྡὀ３）であり、ㅮᖌはཧ加者

がこれまでのワークシࣙࢵプで、ある⛬度సᴗᡭ㡰を⩦

ᚓしていたため౫㢗しなかった。この᪥のసᴗでは、計

1�ಶのᲴとᥖ示ᯈ３ಶ、┳ᯈ１ಶを〇సした。 

㸳㸫㸰 ྜᯈを౑用した家ල〇స 
改修ワークシࣙࢵプで行った家ල〇సとはูに、島大

に࠾いて、４つのಶᐊで౑用するᮘ、いす、࣋ࢵドやྎ

ᡤに設⨨するࢲイニンࢢテーࣈルの〇సが行われた。〇

సは学㒊３年生の授ᴗ「まち࡙ࡃり₇⩦」と「インテࣜ

アデザイン」の₇⩦として௧࿴３年㸶᭶から௧࿴４年２

᭶にかけて行われた。ᮦᩱはᥦ౪をཷけたྜᯈを౑用し

た。特にᮘといすは、学生がデザインし、⮬ら組み立て

て完成させた（ᅗ 14）。この家ල〇సは、実際に౑用す

る人や、場ᡤをព㆑して設計し、⮬ら〇సするものであ

り、学生に対し高い教⫱ຠ果があったと考えている。 

 

 

 

 

 

 ᅗ �� 家ලసᡂ㢼ᬒ 
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㸴 ᨵಟᕤ஦㈝と㈨㔠ㄪ㐩 
㸴㸫１ ᨵಟᕤ஦㈝の⟬出 

改修工事㈝はྜ計で 1,3�� ୓෇となった。設計ẁ㝵で

の工事㈝๐ῶの検討や、改修ワークシࣙࢵプでのປ務㈝

๐ῶを཯ᫎした金㢠である。工事にあたり᭱も㈝用を要

したのは建築୺体工事（�1� ୓෇）で、そのなかでもᮌ

工事（33� ୓෇）であった（⾲５）。 

㸴㸫㸰 ㈨㔠ㄪ㐩のᐇ㊶ 

改修資金には C) やᐤ㝃金、⮬἞体からの⿵助金、金

⼥ᶵ関からの೉ධ、ḟ❶でゎㄝする᪂つ法人のධ఍金཰

ධを඘てた（⾲６）。 

C) は、目ᶆ㢠 1�� ୓෇、ເ㞟ᮇ㛫は௧࿴３年 11᭶ 2�

᪥から௧࿴４年１᭶ 2� ᪥までの２ࣨ᭶㛫として実施し

た。事前‽備としてබ㛤࣌ージのస成や、㏉♩ရの検討

などに⣙２ࣨ᭶のᮇ㛫を要した。C) 㛤ጞ後の⤒㐣は、ᙜ

ึ目ᶆの 1�� ୓෇は㛤ጞ１ࣨ᭶で達成することができた。

その後目ᶆ㢠を 2�� ୓෇に増㢠して、ṧり１ࣨ᭶⥅⥆し

た。ᙜึ目ᶆ㢠達成後、支援㢠の増加スࣆードは㕌化し、

2�� ୓෇を達成することはできなかった。しかしᙜึ目

ᶆ㢠 1�� ୓෇を㉸える 1,2�4,��� ෇の支援金となり、ᡭ

数ᩱ�12��を㝖いて 1,1�3,��� ෇を改修工事に඘てるこ

とができた�ᅗ 1��。 

ᐤ௜金は、地域住民や地ඖ企ᴗなどから 1,2��,��� ෇

をいたࡔいた。また、ฟ㞼ᕷから ��� ୓෇の⿵助金の஺

௜をཷけたὀ４）。C)、ᐤ㝃金、⿵助金で୙㊊する㒊ศを

金⼥ᶵ関からの೉ධ金と᪂つ法人のධ఍金཰ධで㈥うこ

ととした。金⼥ᶵ関からの೉ධ金は、今後家㈤཰ධから

㏉῭することとし、⣙５年で㏉῭する計画である。 

 

㸵 シェアハウスの⟶⌮㐠Ⴀ᪉ἲの᳨ウ 

本 PJ は、それぞれの取組に地域住民が✚ᴟ的に関与

したことで෇⁥な㐍行につながった。㬇ᕢ地༊は住民ྠ

士のつながりがᙉᅛで、地域のຊによる空き家対策をྍ

⬟とする土ተがあった。そこでシェアハウス完成後の家

㈤ᚩ཰や建物の⥔ᣢ管理、ၥྜせ対ᛂなどの管理運営を 

地域住民が༠ຊしてᢸうこととし、運営୺体となる法人

を設立することとした。᪂つ法人はᰴᘧ఍社や 132 など

の組⧊体を検討したが、設立の容᫆性や利┈のศ㓄を目

的としないことなどから一般社団法人とした。法人のྡ

⛠は「一般社団法人まち࡙ࡃり㬇ᕢ」として、地域住民

1�ྡのฟ資により௧࿴３年㸵᭶に設立し、ྠ 年 �᭶ �᪥

に設立総఍を㛤ദした（ᅗ 1�）。地域住民による法人で

あるが、᪤Ꮡの⮬἞఍や⏫内఍とはู組⧊として設立し 

 

 

⛉目 㔠㢠㸦෇㸧 ᦬要 

ᐤ௜金཰ධ 2,3��,��� &)�ᐤ௜ 

ᕷ⿵助金 �,���,���  

೉ධ金 4,���,���  

ධ఍金཰ධ 1��,���  

ྜ計 13,���,���  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⛉目 㔠㢠㸦෇㸧 ᦬要 

建築୺体工事 �,1��,1��  

㟁Ẽ設備工事 1,���,���  

⤥᤼Ỉ⾨生設備工事 ���,���  

空調設備工事 ��4,���  

ゎ体工事 ���,4��  

ㅖ⤒㈝ 1,��1,2�4  

ᾘ㈝⛯ 1,2��,��� 1�％ 

ྜ計 13,���,���  

⾲㸳 ᨵಟᕤ஦㈝ 

⾲㸴 ᨵಟ㈨㔠ィ⏬ 

ᅗ  ᯝ⤖ࢢࣥ࢕ࢹࣥ࢓ࣇࢻウࣛࢡ ��

ゼၥ⪅ᩘ㸦ே㸧 

ᨭ᥼㔠㢠㸦෇㸧 

ゼၥ⪅ᩘ 

㐩ᡂ目Ᏻ 

㐩ᡂ⋡ 

ᨭ᥼㔠㢠 
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た。法人設立にྜわせて、本 PJ の連携団体としてཧ加

し、C) の実施、工事Ⓨὀ、ධᒃ者ເ㞟などをᢸった。ධ

ᒃ者ເ㞟は県大と連携して行い、᪂ධ生に対しྜ᱁㏻知

᭩と一⥴にࣛࢳシ（ᅗ 1�）を㏦௜するなど、༠ຊして取

り組ࡔࢇ。シェアハウスのྡ⛠は県大生のᥦ᱌により「と

っこハウス」にỴ定した。᭱ึのධᒃ者４ྡはເ㞟㛤ࡧ

ጞ後すࡄにỴ定し、２ྡがこれまで PJ にཧ加していた

᪂３年生、ṧり２ྡが᪂ධ生ということとなった。ධᒃ

した学生ྠ士はすࡄにᡴちゎけ、地域イ࣋ント࡬ཧ加す

るなど地域住民ともⰋዲな関係を築いている。これは、

PJ の２年㛫を㏻して、様々な᝟報Ⓨಙを⥅⥆したこと

や、地・学連携イ࣋ントを㛤ദしたことなど地域住民ഃ

も学生をཷけධれる‽備ができたことが要因のࡦとつと

考えられる。シェアハウスのධᒃルールとなるධᒃつ⣙

は、PJ にཧ加している学生のព見も⪺きながら検討し

た。PJ でỴ定したධᒃつ⣙はධ㏥ཤ時の取Ỵめや、㘽の

管理などᏳ඲に生活する上での᭱ప㝈のルールにとどめ、

᪥々の生活でᚲ要となる᪥用ရの㈙いฟし、Ύᤲのルー

ルなどはධᒃ者で相談してỴめるようにした。 

（一社）まち࡙ࡃり㬇ᕢは今後、空き家が増加する㬇

ᕢ地༊に࠾いて、空き家の実態調査や᭦なる空き家活用

の取組など空き家対策を⥅⥆することとしている。 

  

㸶 学生シェアハウスの᏶ᡂ 

学生シェアハウスは௧࿴４年２᭶ᮎに完成した（ᅗ

18）。そこで地域住民を対㇟とした内ぴ఍と、２年㛫の取

組成果を報告する報告఍を㛤ദした。内ぴ఍は⣙ 70 ྡ

の᮶場者があり、テࣞࣅや᪂⪺など複数社の࣐スコ࣑の

取ᮦもཷけた。報告఍には⣙ 50 ྡのཧ加者があり、２

年㛫の取組成果を報告し、PJ を⥾めࡃࡃった。 
 

㸷 ࡲとめ 

㸷㸫１ 取組のᡂᯝ 

本論は、島根県ฟ㞼ᕷ㬇ᕢ地༊に࠾いて実施した空き 
家を学生シェアハウスに改修するプロジェクトの取組内

容と成果を報告するものである。 
本 PJ ではまࡎ、多ࡃの家㈈㐨ලがṧっていた空き家

の∦௜けを行い、ྜ 計 7.7㹲の家㈈㐨ලをฎศした。ḟに

県大生を対㇟にアンࢣート調査を実施し、一定数の学生

が大学ᑅの㑅考に₃れ大学ᑅにධᒃできない状況である

ことがศかった。また、シェアハウスに対して住ࢇでみ

たいと考える学生が多ࡃ、ప家㈤の学生シェアハウスに

対し学生のニーズがあることがศかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ḟにシェアハウスの設計を行うため設計ワークシࣙࢵ

プを行い、特に地域との஺ὶをᮇᚅするព見や、⪏㟈性

などの建物のᏳ඲性をồめるព見、Ỉ回りの඘実や、࠾

しࡷれでᶵ⬟的なಶᐊをồめるព見が多かったことを示 
した。⥆いて、アンࢣート調査の結果や設計ワークシࣙ 
プのព見をཧ考に３つの重Ⅼ㡯目を設定し、改修設計ࢵ

を行った。改修工事は௧࿴３年 11 ᭶から௧࿴４年２᭶

までの工ᮇで行い、工事にྜわせて改修ワークシࣙࢵプ 
を実施し、工事㈝の๐ῶと、地・学連携の㐍ᒎをᅗった。 
改修工事㈝は 1,3�7 ୓෇となり、特に建築୺体工事の

ᮌ工事に多㢠の㈝用を要した。また改修資金については、

ᅗ �� ୍⯡♫ᅋἲேࡾࡃ࡙ࡕࡲ鳶巣タ❧ 

ᅗ �� ධᒃເ㞟ࣛࢳシ 

ᅗ �� シェアハウス᏶ᡂ෗┿  

እほ ⋞㛵࣮࣍ࣝ 

ྎᡤ ಶᐊ 
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１１．．ははじじめめにに

国指定の重要文化財建造物のうち民家（多くは近世以

前の農家と町家）は 400 軒注 1）近くあり、その約 60％が

現在も個人所有注 2)である。重文民家の保全には、大規模

修理のほか、建物の小修理に加え、建具の保全、清掃、

敷地内の草刈りや落ち葉処理、庭木の剪定、セキュリテ

ィ対応など多岐にわたる日常的な管理が重要であるが、

日常管理の多くは所有者の自助で行われている。しかし、

筆者らによる調査（2019 年）文 1）では、所有者の高齢化

にともない、維持管理の経済的・体力的負担が大きく、

個人での管理を断念して自治体移管を考える所有者が既

に 20％近くを占めるなど、自助による日常管理が困難な

傾向がみられた。また、著者らが所有者に行った事例調

査では、日常管理への公的補助は市町村での格差がみら

れ、少額の補助金支給に留まる事例が見られた文 2）。改正

文化財保護法（2019 施行）では地域社会で文化財を文え

る仕組みづくりの重要性が提唱されたが、保存会などの

 
 

共助組織を持つ重文民家は多くはなく文 3）、今後の維持管

理の引継ぎ文 4）や公開・活用も課題になっている。

 重文民家に関する先行研究は、歴史的建造物としての

建築様式や架構の特色、解体修理や保全技術のハード面

の研究が建築学会論文等で多数蓄積されてきた文 5）。また、

歴史的建造物の活用については、文化庁の「NPO 等に

よる文化財建造物管理活用の自立支援モデル事業」注 3）

に事例がみられるが、家族が住み続けることを重要な活

用であるとする個人所有重文民家には当てはまりにくい。

個人所有重文民家については、水回り部分に着目した活

用実態の一連の調査研究文 6）がユニ－クな視点を持つ研

究であるが、居住者側からの課題を捉えたものではない。 
『重文民家と生きる』（全国重文民家の集い編）文 7）が

重文民家の所有者側から日常管理や継承の課題を明確に

示しているが、学術調査に基づくものではない。また、

奈良文化財研究所『木造建造物の保存修復のあり方と手

法』文 8）では、大野が重文民家の日常的な維持管理への

個人所有重文民家の修理および維持管理費用の実態と課題
－重文民家の所有者を対象とした調査から－

The Conditions and Issues of Repairing and Maintaining Family-owned Historic Houses 
Designated as Important Cultural Assets 
- Based on a Survey of Owners’ Responses -

○碓田智子*1，中尾七重*2，大野 敏*3 栗本康代*4

USUDA Tomoko, NAKAO Nanae，ONO Satoshi，KURIMOTO Yasuyo 

This study aims to clarify the costs of large-scale repairs and daily management of family-owned 
historic houses and consider the issues arising from them. We conducted a survey for owners of 
historic houses designated as important cultural assets and received 121 responses. The results are 
as follows；1）The financial burden of large-scale repair is enormous for owners. 2) Public subsidies 
for daily management are vary depending on the local authorities and are insufficient. About 53% 
of the owners cover the daily management costs with their pensions. In conclusion, it is necessary 
to take measures such as setting an upper limit on the burden for large-scale repairs and 
increasing public subsidies for daily management.  
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C) やᐤ௜金、⿵助金、೉ධ金、ධ఍金཰ධを඘てた。ま

た、完成した学生シェアハウスの管理運営は地域住民が

ᢸうこととし、一般社団法人まち࡙ࡃり㬇ᕢを設立した。 
これらの取組により本 PJ では、ḟの６つの成果をあ

げることができた。ձ空き家を改修した学生シェアハウ

スの完成、ղ住民୺体で学生シェアハウスの管理運営を

行う「一般社団法人まち࡙ࡃり㬇ᕢ」の設立、ճྛ連携

団体࡬の空き家活用のࣀウハウ⵳✚、մ空き家活用を㏻

た地域と県大の᪂たなつながりのᵓ築、յ連携団体㛫ࡌ

のᖜᗈい連携関係のᵓ築、նPJ を㏻した地域住民の空き

家ၥ題࡬のၥ題ព㆑の㔊成である。 
また、特に連⥆的にワークシࣙࢵプを行ったຠ果とし

て、工事㈝๐ῶࡔけではなࡃ、ձPJ ཧ加学生２ྡのධᒃ

ᕼᮃ、ղධᒃ学生の要ᮃを㋃まえた内⿦ᮦやⰍᙬのỴ定、

ճ地域住民と学生の༠ാによるධᒃึ年度に向けた関係

 。りがあげられるࡃ࡙
㸷㸫㸰 ⪃ᐹ 

本 PJ がこれらの成果をあげることができた要因をศ

ᯒすると、ձ対㇟とした空き家（A 㑰）が大きなᦆയが

なࡃⰋዲな状態であったこと、ղ権利関係の整理に時㛫

を要さなかったこと、ճ㬇ᕢ地༊にすでに住民㛫の連携

関係があり、住民が୺体的に PJ にཧ加したこと、մ地

域住民のなかに中ᚰとなって PJ に取り組ࡴ中ᚰ人物が

いたことなどがあげられる。 
本PJで検討実施した空き家対策取組୺体ᅗをᅗ1�に

示すὀ５）。空き家対策の取組୺体（プࣞーࣖー）は地域住

民であり、地域住民による取組を地域እの様々な関係者

が࣏ࢧーターとしてక㉮ᆺの支援をすることが⥅⥆的な

取組にⓎᒎする࣏イントであると考えている。本 PJ で

は、∦௜けや設計・改修ワークシࣙࢵプなど㬇ᕢ地༊内

እから多ࡃの方にཧ加いたࡃࡔ取組をึᮇẁ㝵から複数

回㛤ദした。これは、空き家活用に関わるᙜ事者を増や

すための取組でもあった。地域住民が୺体となって空き

家対策に取り組ࡴためには、ᅗ 1� で示すࢵࢿトワーク

に多ࡃの人がཧ加することが重要である。地域のつなが

りをⓎᒎさせ、空き家対策のࢵࢿトワークを築ࡃために

は、空き家改修のึᮇẁ㝵から多ࡃの人にཧ加してもら

うことが、ຠ果的であることがศかった。 
今後は、PJ の成果をᗈࡃⓎಙしていࡃと共に、今回整

備した学生シェアハウスのື向をὀどしていࡃこととし

ている。また、整備に関わったྛ連携団体は今後もプࣞ

ーࣖーཬ࣏ࢧࡧーターとして、学生シェアハウスと㬇ᕢ

地༊を見守っていࡃண定である。 

ὀ㔘 

ὀ１） ௧࿴２年度にฟ㞼ᕷが実施した空き家実態調査では、㬇ᕢ地༊内

に 32 件の空き家がᏑ在しているとされている。 

ὀ２） PJ の実施にᚲ要となるㅰ金、᪑㈝、ᾘ⪖ရ㈝、設計ጤク㈝など

に、ᅜ土஺㏻省の⿵助金「空き家対策のᢸいᡭᙉ化連携モデル事

ᴗ」（௧࿴２年度）、「住宅ᕷ場を活用した空き家対策モデル事ᴗ」

（௧࿴３年度）の᥇ᢥをうけ活ື資金とした。 

ὀ３） タイルᙇりワークシࣙࢵプ以㝆の改修ワークシࣙࢵプは、᪂ᆺコ

ロࢼウイルス࣑࢜クロンᰴのᛴᣑ大により学生のཧ加がῶᑡし

たため、ཧ加者の総数のみをグすこととする。 

ὀ４） ᕷ⿵助金の㈈※はᕷ༢⊂ண⟬と島根県「しまࡡ定住᥎㐍住宅整備

支援事ᴗ⿵助金」である。ᅜᗜ⿵助金は඘ᙜされていない。 

ὀ５） 本 PJ で検討した空き家活用に࠾ける関係ᅗは以下のと࠾りであ

る。ᣓᘼ内は本 PJ に࠾けるල体的な団体ྡである。 
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